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 摘　　要

　ゼラニウムと変わり葉ゼラニウムの渡来と流行の
歴史について，資料調査と聞き込み調査を行った．
また，調査の結果，記載のあったすべての品種を抜
き出し，情報をまとめた．
　ゼラニウムは幕末にオランダから渡来したことが
分かった．渡来に関する最も古い記録は『新渡花葉
図譜』にあり，元治元年（1864）に尾張に入ってい
たことが記されていた．渡来後すぐには注目されな
かったが，明治後期から辻村農園や横浜植木株式会
社などの日本の種苗商によって，欧米からいろいろ
な品種が輸入されるようになり，徐々に知名度を上
げていった．
　変わり葉ゼラニウムは，明治 42年頃から人気が
出始め，大正 3年春に新潟県の植木屋が着目して発
表したことにより各地に知れ渡った．第 1次高揚期
は大正 3～ 5年頃であり，輸入品種に日本名がつけ
られ，各地では同好会組織が結成され，銘鑑が作ら
れるようになった．輸入初期の品種は，葉の薄い大
葉系が中心で，枝変わりで珍しいものが現れると固
定していた．大正 4年頃に輸入された黒雲龍，紫雲
龍は葉の厚い小葉系で，より色彩豊かなものであり，
これらをもとに日本独自の交配による実生栽培が盛
んに始まり，昭和 2～ 4年に第 2次高揚期を迎えた．
その後，昭和 7年には大日本葵協会が設立され，昭
和 14～ 15年頃に第 3次高揚期と呼べる流行をみせ
たが，その後戦争により，次第に人気は衰え，二度
と回復することはなかった．
　種々の資料から品種一覧を作成し，これまでに
300を超える品種が日本で栽培されていたことが分
かった．すでに現在，それらのほとんどが絶滅して
いるが，当園では約 50品種を，本芸を維持した状
態で栽培している．
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